『ババッド・タナ・ジャウィ』におけるムラピ山 : 精霊と火砕流 by 深見 純生
は じ め に
ジャワのマタラム王家とその当主の正統性を謳うことを主な使命とする宮廷詩 『ババッド・





(1756－1844) がパクブウォノ７世 (位1830－1858) のために1836年に完成させたもので,
大ババッドと通称される｡ 本稿は国際的にもっとも流通しているいわゆるメインスマ版
[Ras 1987ab] に依拠するが, そのテキストは大ババッド系統に属している1)｡ メインスマ版









ジャウィ』 は, 預言者アダムに始まりマタラムの王に至るまでの壮大な系譜を語る｡ アダム
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ジャワの諸王の系譜｣4) の冒頭が次のように語る [Ras 1987a : 11 ; Ras 1987b : 11 ; 深見 2012
16(1): 157]｡
サンヒャン・ナラダのバタラ・グルへの進言によって, バタラ・ウィスヌはマルチャ
パダ Marcapadaに降ろされ, 精霊の王となって８つの場所を支配した｡ ムラピ Merapi
山, パマンティンガン Pamantingan, カバレヤン Kabareyan, ロダヤ Lo-Daya, クウ







である｡ その際, バタラ・ウィスヌが精霊の王になったのに対し, バタラ・ブラマの子孫が
ジャワの王となり, その系譜がマタラム王家へと連なる｡ このことは, ジャワの諸王はジャ
ワの精霊の諸王と同族であるという位置づけが与えられていることを意味する｡ バタラ・グ
ルはジャワにおけるシヴァ神の別名ないし化身なので, ジャワの (マタラムの) 諸王はシヴァ











4) 『ババッド・タナ・ジャウィ』 の本文には元来韻律の変化以外の区切りは存在しない｡ メインスマ
版は散文なのでこの区切りも存在しない｡ これを全124章に区分し各々にタイトルをつけたのは, 同
じく大ババッド系統に属するバライプスタカ版の編者であり [Ras 1987b : XXV], 本稿はこれに従っ
ている｡
5) ウリンギン・ピトゥとパマンティンガンは管見の限りジャワには実在しない｡ その他の５つの地名
のうち３つはジャワに実在する｡ ロダヤは東部ジャワのブリタル県 Blitar県にロダヤ郡があり, 中部
ジャワのプマラン Pemalang 県プマラン郡にロダヤという集落がある｡ 中部ジャワのグロボガン
Grobogan県グロボガン郡にクウという集落があり, 中部ジャワのバタン Batang県にロバン川がある｡
しかし, これら実在の地名が 『ババッド・タナ・ジャウィ』 のこの部分に関係するのか筆者には不明
である｡ なおロバンは他の作品に地名として登場する [Brandes 1920 : 220]｡ カバレヤンとカユ・ラ
は７本の榕樹 (ガジュマル) の意味であるが, 第１章でバタラ・グルの逆鱗に触れて王位を
追われたバタラ・ウィスヌが苦行をした場所である｡ パマンティンガンは, 第５章 ｢ラデン・
ススルがパジャジャランから逃亡しマジャパイトに定着｣ において, アジャル・チュマラ・
トゥンガルの予言の中でムラピ山と対をなして言及される, マタラム王国にとって重要な場




味をもつのである｡ パマンティンガンの語義 (鍛練の場・修練の場) はスナン・カリジャガ
の参籠先にふさわしいが, 後に取り上げるニャイ・ララ・キドゥルの宮殿の場所としては違
和感がある6)｡
小結｡ ムラピ山 (およびパマンティンガン) はジャワにおいて精霊の王の支配する場所と
して登場し, かつその王はマタラム諸王と遠い祖先 (アダムからシヴァ神まで) を同じくす
るものとされている｡
２. 南 海 北 山
アダムを初代として第36代からパジャジャラン王国が始まり, 第40代のスリ・パムカス王
は庶子のシユン・ワナラ (別名アルヤ・バニャックウィデ) に殺され, 嫡子のラデン・スス
ルが都パジャジャランから東の方へ落ちのびてゆく｡ 第５章 ｢ラデン・ススルがパジャジャ
ランから逃亡しマジャパイトに定着｣ によれば, その逃避行においてアジャル (賢者, 修験
者) に出会い, 取るべき道を教えられ, 予言を与えられる｡ このアジャルはもとはパジャジャ
ラン王の妹であったが, 結婚を拒否して出奔しアジャルになったのであり, 前半の指示は男
装のアジャルの語りだが, 後半の予言は女性のアジャルの言葉である [Ras 1987a : 16 ; Ras
1987b : 17 ; 深見 201216(2): 6061]｡
アジャル・チュマラ・トゥンガルはラデン・ススルを迎えたとき, すでにその望みが
わかっていた｡ キヤイ・アジャルはラデン・ススルにまっすぐ東にいってみるよう助言
を与えた｡ もし１本だけのマジャの木を見つけ, ひとつだけ実がついていて, それが苦





6) バライプスタカ版でもパマンティンガンである｡ なお, 南岸のパラントリティスのすぐ西にマンチ
ンガンMancinganというよく似た名前の集落があるが (語義は釣魚), この集落との関係について筆
者には不明である｡ 東部ジャワのガウィ Ngawi 県とルンバン Rembang 県にマンティンガン
Mantinganという地名があるが南海の王宮に関連づけるには無理がある｡
ところでアジャル・チュマラ・トゥンガルだが, 根っからのアジャルだったわけでは
ない｡ もとはパジャジャランの王女であり, ラデン・ススルの祖父の妹にあたった｡ 都
から逃げてアジャルになった理由は結婚が嫌だったからで, どれほど多くの王たちが求
婚して拒絶されたことか｡ 都パジャジャランを逐電するとまっすぐコンバン山に向かっ




砂の海に居を移し, そこで王となり, たくさんの精霊を支配します｡ つづいて居を移し
てパマンティンガンに王宮を構え, 貴方に服従するでしょう｡ 貴方の子孫は, パマンティ
ンガンの北, ムラピ山の南に宮廷を構えるでしょう｡ そしてジャワの国に王たる者はす





パジャジャランを滅ぼした｡ マジャパヒトは７代続き (同第47代まで), ついでジャワの王
位はドゥマックに移った｡ ドゥマックの王位は３代でパジャンのジャカ・ティンキルに移っ































父 (母のキョウダイ) のキヤイ・ジュルマルタニが追いついてみると, そこに星が落ちてき
た｡ 少し長いが, セナパティが南海へ, ジュルマルタニがムラピ山へ向かうまでの全文をあ
げておこう｡ 第32章 ｢セナパティとニャイ・ララ・キドゥルの邂逅｣ である｡ [Ras 1987a :
7577 ; Ras 1987b : 7879 ; 深見 201216(5): 253254]｡
その時天から星が落ちてきた｡ 外皮の付いたままのココヤシの大きさで, 激しく光り
輝き, セナパティのそば, その枕元に落ちた｡ キヤイ・ジュルは恐懼して息子を起こし
た｡ ｢セナパティよ, 早く起きろ｡ それは一体何だ, 枕元に, 月のように輝いているの
は｣｡ セナパティはびっくりして目を覚ますと, それを見て言った｡ ｢お前は一体何だ｡
わしの寝ている枕元にそんなに輝いて｡ 生れてこの方見たことがない｣
星はすぐに人間のように答えた｡ ｢よいか, わしは星である｡ お前に伝える｡ 聖なる
思し召しの在り処を見通したいとのお前の願いはすでにアラーに受け入れられた｡ お前
の願いは聞き届けられた｡ お前は王となってジャワ世界を支配し, 子や孫に至るまでマ








8) これが史実だとすれば1578年と推定される [深見 2011]｡
9) リプラ Lipura｡ この地名も管見の限り実在しない｡
する｡ 夜な夜な彗星が現れる｡ 山々は爆発し, 灰の雨が降り, 火砕流が起こる｡ これは
王国が没落する兆しである｣
星は言い終わると姿を消した｡ セナパティは心の中で思った｡ ｢アラーへの我が願い
はいまや聞き届けられた｡ 父スルタン10) の後を継いで王となり, 子や孫に至るまでジャ
ワの国の明かりとなって輝く｡ ジャワ国の人はみな服従するだろう｣
キヤイ・ジュルはその心の内がわかって言った｡ ｢セナパティよ, 傲るでない｡ まだ
起きもせぬことを当てにするでない｡ それは正しくない｡ あの星の言うことを信じたり





セナパティは叔父の言葉を聞くと, きまり悪げに訊ねた｡ ｢叔父上, どのような助言
をいただけましょうか｡ それに従います｡ 私めは船, 叔父上が舵でございます11)｣
キヤイ・ジュルは言った｡ ｢セナパティよ, わしの言うことを聞くのであれば, さあ,
あらゆる困難を容易にしてくださるよう主アラーに懇願しよう｡ さあ, 分担しよう｡ お

















するであろう｡ 『ババッド・タナ・ジャウィ』 で用いられる単語はアラビア語源のワフユ wahyuもあ







言葉など虚実定かでなく当てにならないとして, ｢主アラーに懇願｣ するため, あるいは



























クラプヤックまで３代はコタグデにあった｡ ついでスルタン・アグン (位1613－1646) が1614年その
３キロほど南のクルタに王宮を移し, マンクラット１世は1647年クルタの東方１キロのプレレッドに
移転した｡ ３箇所ともマタラム (ジョクジャカルタ) 地方に位置する｡ 反乱のため王都が破壊される
と, マンクラット２世 (位1677－1703) は荒廃したマタラム地方を捨てて, 1680年パジャン地方に新
都カルタスラを造営し, こうして王国の中心はマタラム地方を離れた｡ ついで1740年代の内戦でこの
王都も荒廃し, パクブウォノ２世 (位1726－1749) は1746年その東12キロのソロ村に新都スラカルタ
を建設した｡ 一連の内乱のなかで1755年王国は二分され, ジョクジャカルタ王国が建国された｡
王都の所在地を王国の名前とする 『ババッド・タナ・ジャウィ』 などジャワの文献の伝統に従うな
ら, マタラム王国 (1677年まで), カルタスラ王国 (1680－1746年), スラカルタ王国 (1746－1945年),
そしてジョクジャカルタ王国 (1755－1945年) と遷移したとみるべきである｡ この引用に言うマタラ
ム王国の最後はこの意味でのマタラム王国である｡
は 『ババッド・タナ・ジャウィ』 では３回登場するにすぎない｡ (1) セナパティとの邂逅,
(2) プランバナンの戦い (第35章＝次節), (3) スルタン・アグンとの結婚 (第61章末尾)











なりたければ, 腕を胸の前で交差なさり, 両足をピッタリ揃えてお立ちになり, 目を天にお
向けになるのです｡ 私めはすぐに馳せ参じます｡ ジンたち, プリたち, プラヤンガンたちの
軍隊が武器を携えて一緒にやってまいります｣
このセナパティとニャイ・ララ・キドゥルの邂逅の話は青山の言うとおり, 結婚という契
約によるマタラム王家に対する土着精霊の服属の物語として読むことができる [青山 2004 :
46]｡ ジャワ島南岸各地に様々なニャイ・ララ・キドゥル伝承が存在しており, それら土着
の民話が 『ババッド・タナ・ジャウィ』 において王家の正統性を語る国家伝承にいわば格上















かけて次のように語られる [Ras 1987a : 8788 ; Ras 1987b : 9092 ; 深見 201216(6): 174
176]｡
セナパティ・ガラガとその800人のマタラム軍は迎え撃とうと, ランドゥラワンに出
陣し警戒を怠らなかった｡ キヤイ・ジュルはセナパティに言った｡ ｢セナパティよ, わ
しの願いは, お前がスルタン陛下との対戦に至らないことだ｡ お前の軍はわずかばかり








吹き始めた｡ 多くの樹木が裂け, また根こそぎ倒れた｡ 轟音が天空を満たした｡ これは
ジンたち, プリたち, プラヤンガンたちがこぞって援軍にくる前兆だった｡ さらにムラ






る｡ ムラピ山もまた燃えている｡ そしてこの天空の音は一体何だ｡ 進撃する軍隊のよう
な音だ｡ 心底恐ろしげではないか｣｡ トゥバンのアディパティが落ち着いて言った｡ ｢陛










14) 勝利を呼ぶ小型の銅鑼キ・ビチャック ki Bicakの由来は第24章で語られ, その後プランバナンの戦
いを含めて４回言及される [Ras 1987a : 45, 87, 112, 269, 300 ; Ras 1987b : 47, 91, 116, 278, 311]｡
けだった｡ それが終わると墓地の鍵番に言った｡ ｢墓守よ, 墓地の門の鍵が開かないと







































スモ, ムラピ山, ラウ山の３箇所で行われ, ８年に１度の大祭の場合はドレピ・カヒャンガ
ン (ウォノギリ県) を加えて４箇所で行われる [Purwadi 2007 : 265272]｡ 1941年まではス
ルタンの即位記念日の翌日に行われていたが, 1942－1949年は時代状況ゆえに行われず,
1950年に再開されたときからスルタン・ハムンクブウォノ９世 (位1939－1988) はオランダ
支配下の即位であったことを忌避して, 誕生日翌日に変更した [Purwadi 2007 : 267268]｡
このことはラブハンが本来はスルタンの即位と結びつけられていたことを意味する｡ パラン
クスモはセナパティがニャイ・ララ・キドゥルと出会った場所でありその海底の宮殿への玄
関口とされ, ここのラブハン儀礼は南海の女神に供物を捧げるものである [cf. Argo 2006 :
98103 ; 中島 1993 : 1624参照]｡
ムラピ山では南側の中腹, 最後の集落キナルジョ村から上がるとラブハン儀礼のための場
所がある｡ ムラピ山のラブハンの起源譚として概略次のような伝承がある [Purwadi 2007 :
267268 ; cf. Lucas 2010 : 64]｡
セナパティはニャイ・ララ・キドゥルに送られて南岸のパラントリティス [パランク























は見えなかった｡ ジュル・タマンは ｢ご主人様, スルタン陛下を亡き者になさりたいのであ
りましたら, お命じください｣ と言上した｡ セナパティはこれに対して ｢ジュル・タマンよ,
申し出はありがたいが, わしはそのような願望をもっておらぬ｡ しかしお前がそのつもりな
ら, すきにせよ｡ それをお前に求めぬが, 禁じもしない｣ と答えた｡ 誰にも見えないジュル・
タマンは王宮に入り, 妻子に見守られて病臥しているスルタンの胸の上に座った｡ ためにス





な関係にあるのは不明であるが, いずれにせよ 『ババッド・タナ・ジャウィ』 だけではセナ
















たスナン・ラウである [Purwadi 2007 : 267268]｡
お わ り に






















なお, 本稿は桃山学院大学共同研究プロジェクト ｢天変地異の社会学Ⅳ｣ (14連239) およ
び科研 ｢ジャワ語文献に見られるジャワの言語・文化の変容過程｣ (代表者東京外国語大学
教授宮崎恒二, 2013～2016年度, 25283003) の研究成果の一部である｡
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Mt. Merapi as Depicted in the Babad Tanah Jawi :
Spirits and Natural Disaster
FUKAMI Sumio
The Babad Tanah Jawi (Meinsma edition) mentions Mt. Merapi 10 times, of which the first
4 cases constitute a series of stories culminating in a battle at Prambanan between Pajang and
Mataram. From the story we find that Mt. Merapi houses spirits that originate from the same
ancestor as that of the Mataram kings, that Mt. Merapi and human society correspond with each
other, that Mt. Merapi to the north of the Mataram kingdom seems to be an equal partner of the
Southern Sea as protector of the kingdom, and lastly that the ruler of the spirits of Mt. Merapi is,
however, not mentioned in the babad, unlike Ratu Rara Kidul in the Southern Sea, who is
described elaborately as the protector of the kingdom.
